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Ⅰ．はじめに
　2007年の「がん対策基本法」１）施行、「がん対策推
進基本計画」２）策定により、緩和ケアでの看護の役割
の重要性がますます高まり、看護職者はがん患者およ
び家族の苦痛の軽減と療養生活維持・向上へのかかわ
りが求められている。だが終末期患者の看護場面は、
緊張を伴う要素が多く、看護職者の負担は増大してい
る。このような状況のなかで、緩和ケアを必要とする
患者および家族に向き合えるように、看護基礎教育で
の緩和ケア教育の充実が望まれている。
　緩和ケア実習で学生は、「充実した実習だった」、
「看護の考え方が変わった」などの感想を述べてい
た。学生が緩和ケア実習でどのような学びをしている
のかを明らかにすることで、緩和ケアへの教育的示唆
が得られるのではないかと考えた。
　ホスピス・緩和ケア実習での学生の学びについ
て、見学実習の実習記録から学びについて分析した
もの３）、学びと学びの場面についての研究４）、学び
がどのように生成したかについての研究５）などがあ
り、学生はホスピス・緩和ケア病棟の特殊性を理解す
ることで、学びを深めていることが明らかになってい
る。そこで緩和ケアがさまざまなところで提供される
必要があることから、学生が緩和ケアの視点を持つこ
とが看護の学びに有用かを捉えなおすことが必要では
ないかと考えた。そこで本研究の目的を、緩和ケア実
習で学生がとらえた学びとはどのようなことであるか
を明らかにすることとした。
　本研究は、看護基礎教育における緩和ケア教育の方
向性を示唆し、緩和ケアの人材育成教育に関する資料
となると考える。
Ⅱ．本研究における緩和ケア実習について
　本学の緩和ケア実習の目的は、緩和ケアを支える
チームの一員としてケアに参加し、ターミナル期ある
いは慢性期にある人およびその家族を全人的に理解
し、その人にとってよりよい生活ができるような支援
を考え、看護実践能力を養うことである。
　緩和ケア実習は領域別看護学実習（いわゆる各論実
習）の８領域のひとつで、１週間１単位の実習となっ
ている。実習場所は、一般病棟およびホスピス・緩
和ケア病棟であり、学生は緩和ケアを必要とする１名
の患者を受け持って看護過程を展開し、看護を実践す
る。実習終了後には看護過程の実習記録のほかに、
「私の死生観と看護観」のレポートを提出する。
Ⅲ．方法
１．研究参加者
　研究参加者は３年次の領域別看護学実習をすべて修
了した学生である。
２．研究方法
１）データ収集
　データ収集はグループインタビュー法を用いて行っ
た。研究参加者の学生が５～６名集まるごとに、１
回90分程度のグループインタビューを行った。インタ
ビューの内容は「緩和ケア実習でどのようなことを学
んだか」を中心に、「緩和ケア実習で印象に残ってい
ること」、「緩和ケア実習を行った感想」など、学生
に自由に語ってもらった。研究者らは司会者・記録者
として、グループインタビューが円滑に進むように配
慮した。
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　グループインタビューの内容は承諾を得て録音を行
い、逐語録を作成し分析の対象とした。実習中の実習
記録とレポートは学生の実習状況を知るための参考と
して使用した。
２）データ分析
　グループインタビューの逐語録を繰り返し読み、学
生の学びに関連する部分を抽出し、文脈ごとに学びの
内容を表す小テーマをつけた。さらに類似性によって
分類し、小テーマの意味の抽象度を上げたテーマをつ
けた。
　分析結果は、インタビュー逐語録とともに緩和ケア
研究・教育の専門家集団に提示し、検討を繰り返し信
憑性・妥当性の確保に努めた。
Ⅳ．倫理的配慮
　研究参加者に研究の趣旨を、文書と口頭で説明を行
い研究参加の同意を得た。研究参加は本人の自由意思
であり、研究参加者の拒否権、中途辞退の権利を保障
する。個人情報の保護に関しては配慮を十分に行い、
データの取り扱いについては、個人識別情報の削除・
匿名化を行う。得られたデータは研究以外の目的で使
用されることはないこと、研究成果の公表においても
匿名性を確保すること、研究終了後には音声データは
消去処分、その他記録類は裁断処分を行い、個人情報
保護法に準拠して対処することを説明する。以上のこ
とを説明し承諾が得られた場合に研究参加者とした。
　また、グループインタビューであることから、この
場で知り得た情報は相互に個人情報を守秘することに
ついて、各自から誓約書への署名を得た。
　本研究は研究者が所属する大学の倫理審査会の承認
を得て行った。
Ⅴ．結　果
１．研究参加者の概要
　研究参加に同意が得られた学生は28名であった。
　学生は、さまざまな病期にある緩和ケアを必要とす
る患者を受け持っていた。学生が受け持った患者は、
40歳代１名、50歳代３名、60歳代７名、70歳代６名、
80歳代11名、90歳代２名で、主な疾患は、大腸がん、
直腸がん、食道がん等であった。実習時間内に看取り
の場面を経験した学生はいなかった。
２．緩和ケア実習における学生の学びの内容
　緩和ケア実習での学生の学びから、【患者の状態や
気持ちは不安定であり、見た目どおりではない】、
【患者の言葉の意味とその重みを理解する】、【患者
の残された貴重な時間に一緒にいることで患者のこと
がわかる】、【患者と時間を共有し、患者の希望を思
い一緒に援助を考える】、【家族への援助が患者の援
助につながる】、【学生としての存在が患者の人生に
影響を与える】、【緩和ケアという意識をもって実習
にのぞむ】、【吟味しなかったことを振り返って考え
ることで自覚する】の８つのテーマが抽出された（表
１）。
表１　テーマと主なデータ
テ ー マ 小 テ ー マ 主 な デ ー タ
患者の状態や気持
ち は 不 安 定 で あ
り、見た目どおり
ではない
患者の状態とカルテの記載に
ギャップを感じ、患者を理解
することは難しい
・ 病気の程度としては、一番重たい状態だったが、実際にお会いしてみると見た目
は元気そうで、病気とのギャップをすごく感じて、難しいなって。
患者の気持ちや症状の変化は
予想以上に不安定である
・ 死の受け入れ段階のここにあるとかいうんじゃなくて、いろんな刺激によって感
情がコロコロ変わる。
・ ターミナルの人は予測以上に、疲労感がこんなににすごいのかっていうのは実感
した。
診断ラベルではあらわせない
患者の気持ちがある ・ 問題ではあげられない、気持ちの問題もあって、診断ラベルがつけれなかった。
患者の言葉の意味
とその重みを理解
する
患者の言葉の裏にある患者の
思いをわかる
・ その言葉の裏には何かあるんだなっていうふうに感じ取ることができて、そうい
うのをわかりたいなって思うようになった。
・ 患者さんの言ってる言葉とか表情とかが、すごくこう痛みを訴えてるとか、本当
はこう言いたいんだっていうようなことがよく考えられるようになった。
患者の言葉の意味
とその重みを理解
する
死を意識している患者の言葉
には重みがある
・ もうすぐ自分は死んでしまうっていう人が話すことって、すごい重みがあるって
感じる。
・ 笑顔でいつもいて頑張らなければと言っていたので、自分のこれからを受けとめる
という気持ちがすごくあるということは感じて、本当につらいだろうなと思った。
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テ ー マ 小 テ ー マ 主 な デ ー タ
患者の残された貴
重な時間に一緒に
いることで患者の
ことがわかる
患者のそばにいて一緒に時間
を過ごすことで患者の思いが
見えてくる
・ 寝ていると思った患者さんが、起きたときにだれもいなかったら寂しいと思っ
て、ずっといたら突然話し出したりとか。そういう時に、「ああ、なんか一緒に
いて良かったなあ」とか思った。
・ 一緒にいることで患者さんが何を思っているかとかがわかったし、そのことで自
分が何をすべきかとかもわかってくる。そうやってどんどんかかわっていくうち
に患者さんのために何かしてあげたいと思った。
かかわらせてもらっている時
間は患者の貴重な時間である
・ 患者さんの残された時間、それだけの時間をかかわらせてもらって、もっと自分
が頑張ればよかったとか思った。
・ 状態がよくない方が多いので、その貴重な時間に介入するわけだから、その人の
ために何ができるのかとか、その人によりよいケアをするためには何が必要なの
かということはすごく考えるようになった
患者と時間を共有
し、患者の希望を
思い一緒に援助を
考える
患者と時間を共有し、一緒に
考えることで患者に受け入れ
られる
・ どうしたらお腹が痛くない体位で眠れるかとかいうことを患者さんと一緒に工夫
をした。
・ 何かしようと思って行ったんじゃなくて、「時間とか共有して、何かしゃべった
り、歌ったりしとけばいいか」みたいな、そういう気分で行くと患者さんも受け
入れてくれる感じがする
自分におきかえて考えること
で、患者の反応が変わり援助
が見えてくる
・ 何をしていいかわからなくて、その患者さんの状況考えて、自分が痛いときはど
うしとってほしいかとかで考えると、（援助が）見えてくる。
・ 「わたしだったら、どうかけてほしいかな」っていうのを、考えて気持ちを楽に
して患者さんに接すると、患者さんの反応が変わってくる。
患者の希望をかなえることを
目標として援助を行う
・ 患者さんが「家に帰れるな」って言ったこと指導者さんに伝えたら、その時点で
ご家族の方に電話して「今が退院できるチャンスです」ってみたいなことを早速
連絡をしててすごいなって。
・ 退院についてすごい希望を持たれているのを聴いて、やっぱその退院するに向け
て、どうしたらよいかという援助につながった。
家族への援助が患
者の援助につなが
る
家族が患者への援助をするこ
とで家族の援助にもなる
・ 家族の方でもできる簡単なケアをしてもらって、自分達にもできることがあると
喜んでくれた。
患者の希望をかなえることは
家族の援助につながっている
・ 本人さんと奥さんの車いすに乗りたいという思いがあって、みんなで車いすに移
動してもらったら、奥さんも患者さんも感動して泣いていた。
・ （できなかったことが）ひとつできると、家族のみんなもすごい明るくなって。
学生としての存在
が患者の人生に影
響を与える
学生として一生懸命に聴くこ
とで、患者が人生を振り返る
手助けになる
・ いっぱい話してくれるし、それを一生懸命聴くことでうれしそうになったり。自分
の人生はどうだったかを振り返ることも助けられると思った。
・ 聞いてみてどういう反応を示すかということはわかるということがあって、何か
しら反応が返ってくるということがわかった。
死に対する自分の迷いやとま
どいなど、自分自身の言動が
患者に影響を与える
・ 自分の死が近づいているっていうのをわかっているから、そういうのを含めてど
ういうふうに接したらいいのかを考えないとと思った。
・ 限られた時間の中で、自分がもし取り返せないことをしてしまったらどうしよ
うっていう気持ちがすごくあって看護って怖いなって思った。
自分の存在を必要としてくれ
ていることを感じる
・ 帰るときに離してくれなくなったり、言葉じゃないけど、そういう部分で必要と
してくれるっていうか、そういうようなのが感じられた。
緩和ケアという意
識をもって実習に
のぞむ
実習の目的を明確にしてかか
わらないと信頼関係が築けな
い
・ ただ見に行っているだけでは傍観者じゃないかと言われて、自分が何をしに来て
いるのかということをその方にわかってもらえていなかったのかなというのが
あった。
・ 自分の立場というものを理解していただかないと、信頼関係を築けないし、自分
が何か意図を持って、それを患者さんに伝えていかないといけないのだというふ
うに思った。
緩和ケア実習の意識を持ち、
看護者としてかかわる
・ （緩和ケアの）意識をちゃんと勉強してからかかわってないと、ほんとに何をし
ていいのかが分からないなって思った。
吟味しなかったこ
とを振り返って考
えることで自覚す
る
実習中にはわからなかったこ
とをみんなの話を聞いて振り
返ることでわかる
・ そのとき（実習中）にはわからなかったけど、みんなの話を聞いて、話を聞く姿
勢とか話し方とか、何か無意識のうちにできていたのかなということを思った。
吟味せずに流れてしまってい
たことが自覚できる
・ 多分記録にはあったと思が、それを吟味することがなかったからそのまま流れて
きてしまって。今こういう場でみんなの話を聞いたりして自分の中に自覚した。
１ ）【患者の状態や気持ちは不安定であり、見た目ど
おりではない】
　学生は、カルテに記載されている病期と自分の目で
見た患者の状態から、＜患者の状態とカルテの記載に
ギャップを感じ、患者を理解することは難しい＞こと
を学んでいた。さらに実際の患者とのかかわりから病
状が安定していると見えていても、僅かな出来事で患
者の状態が変わることを感じとり、＜患者の気持ちや
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症状の変化は予想以上に不安定である＞ことや＜診断
ラベルではあらわせない患者の気持ちがある＞と学ん
でいた。
２）【患者の言葉の意味とその重みを理解する】
　学生は、死を間近に感じている患者の言葉を聴き、
思いを受け止めようとすることで＜死を意識している
患者の言葉には重みがある＞と学んでいた。患者との
かかわりを深めていくにつれて、患者が本当に望んで
いることは何であるかを考え、＜患者の言葉の裏にあ
る患者の思いをわかる＞ようになると学んでいた。
３ ）【患者の残された貴重な時間に一緒にいることで
患者のことがわかる】
　学生は、患者との時間を＜かかわらせてもらってい
る時間は、患者の残された貴重な時間である＞と意識
し、患者への援助を考えようとしていた。さまざまな
きっかけから、患者の傍に居ることを選んだ学生は、
患者と同じ時間を過ごすことで患者の思いに触れ、＜
患者のそばにいて一緒に時間を過ごすことで患者の思
いが見えてくる＞と学んでいた。
４ ）【患者と時間を共有し、患者の希望を思い一緒に
援助を考える】
　学生は、患者の限られた時間を意識しながら患者と
過ごし、患者に受け入れられるという実感から、＜患
者と時間を共有し、一緒に考えることで患者に受け入
れられる＞と学んでいた。その関係から、患者への援
助を考える視点を見つけ、＜自分におきかえて考えた
ことを援助すると、患者の反応が変わる＞、＜患者の
希望をかなえることを目標として援助を行う＞と学ん
でいた。
５）【家族への援助が患者の援助につながる】
　学生は、患者および家族とのかかわりから、家族が
患者にできる援助を伝え、家族にも援助に加わっても
らうことが、＜家族が患者への援助をすることで家族
の援助にもなる＞と学んでいた。患者の希望をかなえ
ることが、家族の喜びでもあると感じ、＜患者の希望
をかなえることは家族の援助につながっている＞と学
んでいた。
６ ）【学生としての存在が患者の人生に影響を与え
る】
　学生は、主観的な気持ちから＜死に対する自分の迷
いやとまどいなど、自分自身の言動が患者に影響を与
える＞のではないかと、患者とのかかわりにとまどい
や恐れを感じていたと語っていた。だが実際に患者と
かかわりながら貴重な時間を共有しようとする学生自
身の姿勢によって、＜学生として一生懸命に聴くこと
で、患者が人生を振り返る手助けになる＞と学んでい
た。さらにそのような姿勢でかかわった患者から、＜
自分の存在を必要としてくれていることを感じる＞こ
とができたと学んでいた。
７）【緩和ケアという意識をもって実習にのぞむ】
　学生は、辛い状態の患者に受け入れてもらうには、
自分が何をしに来ているのか＜実習の目的を明確にし
てかかわらないと信頼関係が築けない＞と学び、緩和
ケアについて事前に学習を行い＜緩和ケア実習の意識
を持ち、看護者としてかかわる＞ことが、緩和ケアが
必要な状態にある患者にかかわるときの重要な姿勢で
あると学んでいた。
８ ）【吟味しなかったことを振り返って考えることで
自覚する】
　学生は今回のグループインタビューをきっかけに緩
和ケア実習を振り返ることで、＜実習中にはわからな
かったことをみんなの話を聞いて振り返ることで気付
く＞ことを学んでいた。また実習記録には記録してい
るが、実習時にはじっくり考えていなかった内容につ
いて、＜吟味せずに流れてしまっていたことが自覚で
きる＞とそのときの様子を振り返ることで新たな学び
としていた。
Ⅵ．考　察
１ ．緩和ケアを必要とする患者とのかかわりからの学
生の学び
　学生は緩和ケア実習で、実習当初は死を意識する患
者とかかわることに、「自分自身の言動が患者に影響
を与える」と、とまどいや怖さを感じていた。しか
し、患者とかかわっていくなかで、緩和ケアを必要と
する患者の特徴である「患者の残された時間にかかわ
らせてもらっている」ことを意識し、患者に向き合う
姿勢が生まれていた。【学生としての存在が患者の人
生に影響を与える】というテーマは、患者の残された
時間から患者の生命を意識することで、学生の患者へ
の向き合い方が変わり、患者に受け入れられることを
自覚することでの学びを示していた。つまり学生が、
【緩和ケアという意識をもって実習にのぞむ】ことが
必要であると考えていることが明らかになった。
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　受持ち患者の看取りを経験した学生の感情には、
「辛い」、「悲しい」などのマイナスの感情があり、
その感情は１ヶ月以上続くと報告されている６）。ま
た、終末期患者を受け持つ学生には、何を患者にして
あげたらよいかわからないという「身体的ケアに関す
るストレッサー」や、会話をどのようにすればよいか
わからないという「コミュニケーションに関するスト
レッサー」などがあると報告されている７）。本研究で
も学生は受け持ち当初、【患者の状態や気持ちは不安
定であり、見た目どおりではない】と、患者の状態を
とらえ、かかわることにとまどいや怖さを感じてい
た。しかし、『患者の残された時間』に気付いたと
き、学生の姿勢は変化し、とまどいや怖さを乗り越え
『患者と時間を共有する』ことを行っていた。これは
学生が自己を中心として考えていたことから、患者の
ためにと気付き、自己から他者へと視点を転換させた
ことを意味する。こうして患者へと近づくことで、患
者から受け入れられることを実感し、患者の視点で看
護を行なうことの大切さを身をもって学んでいたこと
が考えられる。
　患者の視点に立てるようになり、患者へと近づいた
学生は、患者とともに時間を過ごし、援助について一
緒に考えることができるようになっていった。【患者
の言葉の意味とその重みを理解する】、【患者の残さ
れた貴重な時間に一緒にいることで患者のことがわか
る】、【患者と時間を共有し、患者の希望を思い一緒
に援助を考える】、【家族への援助が患者の援助につ
ながる】の４つのテーマは、患者へ近づき、患者と時
間を共有することで可能となる援助のあり方の学びで
あると考えられた。
　緩和ケア実習での学びの構成要素を大町ら４）は、
「患者および家族の情緒的絆」、「ホスピスに入院し
ていることで得られる安心感」、「患者支援のための
チームワーク」、「基本的看護技術の有効性」、「生
きることと死ぬこと」の５つのカテゴリーを明らかに
している。本研究でも、学生は患者および家族への援
助が学びになったと語っていたが、その根底には『患
者と時間を共有する』ことがあった。つまり『患者と
時間を共有する』ことで得られた情報が援助を考える
ときの基盤となり、援助を行いながら『時間を共有す
る』という段階をたどっている。そして学生はこのよ
うな援助の方法が緩和ケアには重要であることを学ん
でいた。
　緩和ケア実習で学生は患者とのかかわりからさま
ざまなことを学んでいた。岸ら８）は「互いにわかりあ
うことは互いが自分だけの世界を歩み出て、一つの世
界において互いが出会うことを意味する。互いの変容
なしには人を知り理解することはありえない」として
いるが、本研究の学生も同様のことを語っていた。学
生は患者および家族とかかわりながら、死について考
え、患者に関心を向けられるように変わることで看護
につながると、緩和ケア実習での学びを深めていった
と考える。
２．緩和ケア実習を振り返ることでの学生の学び
　学生はグループインタビューを通して、緩和ケア実
習を思い出し振り返ることで、【吟味しなかったこと
を振り返って考えることで自覚する】ことで学びを
深めていた。グループインタビューは３年次の領域別
看護学実習が全て終了した後に行なったため、緩和ケ
ア実習の時期は様々であったが、実習が前半の学生も
経験した出来事などをよく記憶していた。また他の学
生の話に触発されて思い出し、それを語る場面も見ら
れた。学生は「そのときはよくわからなかった」こと
も、このグループインタビューで思い出し語ること
で、自己のかかわりについて考えることができてい
た。
　Schön９）は看護行為を思い起こし、分析、解釈する
ことで、ある特定の状況で用いた知識を明らかにする
ための回顧的な吟味を「行為についてのリフレクショ
ン（reﬂection－on－action）」としている。本研究の
グループインタビューが、学生にとっては、「行為
についてのリフレクション」を行うきっかけなったと
考える。経験からの学びを基盤とするリフレクション
は、自己の成長と学びを得る最適な方法であり10）、グ
ループインタビューにより学生は、緩和ケア実習での
学びを深めることができたと考えられる。
　また、糸島らは11）実習終了後に事例検討会を行うこ
とで学生の課題を明確にし、学生間での学びの共有が
できるとし、事例検討会で、臨地実習では考えること
ができなかったことを他の学生の発表を聞くことで、
実施してきた看護を客観的に評価できたと報告して
いる。本研究でも他の学生の語りを聴き振り返ること
が、実習中の患者とのかかわりを分析し肯定すること
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につながっていた。またこのような機会がなければ
「記録にはあるがよく吟味されずに流れてしまう」こ
とも語っており、実習終了後になんらかの形で、実習
を振り返ることが学びを深めることに必要であると考
える。
３．緩和ケア実習での学びを促す教育への示唆
　緩和ケア実習での学びを促すためには、学生は患者
の視点に立って援助を計画できるようになることが必
要である。そのためには『患者の残された時間』に気
付くことが重要であり、カンファレンスや事例検討を
用いた教育的支援が必要であると考える。
　緩和ケア実習の課題「死生観・看護観」のレポート
は、実習前後に死生観・看護観について考える機会と
なる。学生は緩和ケア実習での患者との出会いによっ
て、自分自身がどのように変化したかを振り返ること
ができ、生きること死ぬことの意味を考えるだけでな
く、看護観を見つめることができると考える。
　また学生が実習での学びを深めるためには、ある一
定の時間をおいて「行為についてのリフレクション」
が行えるような機会を設定することが有効である。そ
のためには実習終了後のグループ討議やケースレポー
トなどを行い、振り返る機会を設けることが必要であ
ると考える。
Ⅶ．本研究の限界と今後の課題
　本研究では緩和ケア実習における学生の学びについ
て、グループインタビュー法を用いてデータ収集を
行っているため、学びの内容については明らかとなっ
ているが、その学びの基となる学生自身が患者とのか
かわりでどのようなことを経験し、それを学びと考え
たかについての関係は明確になっていない。今後は学
生の実習における経験が、どのように学びに関係して
いるかについて探求する必要があると考える。
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